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Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
内
容
変
更
に
つ
い
て

利
（
命
名
権
）
で
す
。

長
期
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
通
じ
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
企
業
名
の
広
告
に
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
募
集
対
象
施
設
：
や
ま
び
こ
ド
ー
ム
（
松
本
広
域

公
園
内
）、
長
野
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ロ
ー

ア
ニ
マ
ル
（
小
諸
市
）

　

詳
細
は
長
野
県
総
務
部
財
産
活
用
課
（
電
話
０
２

６
・
２
３
５
・
７
０
８
３
）。

工
業
標
準
化
法
が
昨
年
７
月
よ
り「
産
業
標
準
化
法
」

へ
名
称
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
標
準
化
法
は
、

鉱
工
業
品
、
デ
ー
タ
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
の
改
善
、

生
産
・
流
通
・
使
用
又
は
消
費
の
合
理
化
な
ど
の
た

め
に
、
日
本
産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
制
定
と
Ｊ
Ｉ

Ｓ
表
示
制
度
を
定
め
た
法
律
で
す
。
次
の
４
点
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
改
正
点　

①
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
対
象
へ
の
デ
ー
タ
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
追
加　

②
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
規
定
な
ど
の
迅
速

化　

③
罰
則
の
強
化　

④
国
際
標
準
化
の
促
進

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

www.meti.go.jp/policy/economy/
hyojun-kijun/jisho/jis.html

）。

う
つ
病
・
認
知
症
予
防
テ
ー
マ
の
講
演
会

▽
講
師
：
医
学
博
士　

三
村
將
氏

▽
日
時
：
１
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
午
後
３

時▽
場
所
：
佐
久
合
同
庁
舎
講
堂
（
５
階
）

▽
内
容
：
講
演
「
う
つ
病
・
認
知
症
の
予
防
と
対
策
」

▽
申
込
み　

佐
久
保
険
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

（
電
話
０
２
６
７
・
７
８
・
５
５
３
１
）。

職
業
訓
練
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

佐
久
職
業
訓
練
校
で
は
、
来
年
４
月
に
入
校
す
る

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
普
通
課
程
募
集
科
】

①
建
築
施
工
系
木
造
建
築
科
②
木
材
加
工
系
木
工
科

③
建
築
仕
上
系
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
④
塗
装
系
建

築
塗
装
科
⑤
設
備
施
工
系
配
管
科
（
各
科
）
10
人
※

最
小
開
講
人
数
３
人

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
】

10
人
※
最
小
開
講
人
数
５
人

【
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
】

５
人
※
最
小
開
講
人
数
３
人

▽
募
集
期
間
：
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

▽
申
込
み
：
佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
（
電
話
０
２
６

７
・
６
２
・
２
２
７
６
）。

シ
ニ
ア
人
材
と
地
域
企
業
交
流
会
の
ご
案
内

　

人
生
百
年
時
代
の
到
来
に
向
け
て
、
シ
ニ
ア
人
材

の
活
躍
支
援
と
地
域
企
業
の
人
手
不
足
解
消
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
シ
ニ
ア
人
材
の
紹
介
や
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る

企
業
の
事
例
紹
介
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
と

企
業
の
交
流
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
：
シ
ニ
ア
人
材
を
採
用
し
て
い
る
東
信
州
地

域
企
業
、
東
信
州
地
域
で
再
就
職
、
又
は
再
就
職
を

希
望
す
る
シ
ニ
ア

▽
日
時
：
２
月
13
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

▽
会
場
：
戸
倉
創
造
館

▽
参
加
無
料

▽
問
合
せ
先
：
東
信
州
次
世
代
産
業
振
興
協
議
会（
電

話
０
２
６
・
４
８
０
・
０
１
７
５
）。

▽
日
時
：
１
月
８
日
（
水
）、
９
日
（
木
）

▽
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所
：
小
諸
商
工
会
議
所
３
階
研
修
室

▽
相
談
料
：
無
料

▽
持
ち
物
：
源
泉
徴
収
簿
、
給
与
台
帳
、
７
月
10
日

ま
で
に
納
め
た
源
泉
税
納
付
書
（
必
須
）、
扶
養
控

除
届
（
異
動
）
及
び
保
険
料
控
除
に
申
告
書
と
配
偶

者
特
別
控
除
申
告
書
、
保
険
料
の
証
明
書
、
印
鑑
、

給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）（
個
人
用
）

　

問
合
せ
は
当
所
（
２
２
・
３
３
５
５
）
へ
。

年
末
調
整
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
で
16
回
を
数
え
る
「
北
国
街
道
小
諸

宿
お
人
形
さ
ん
め
ぐ
り
」
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
運
搬
や
飾
り
つ
け
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
冬
の
小
諸
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
内
容

Ａ
：
お
人
形
さ
ん
の
運
搬
（
ほ
ん
ま
ち
町
屋

館
と
会
場
と
の
移
動
）

Ｂ
：
お
人
形
さ
ん
の
片
付
け
・
収
納

　

問
い
合
わ
せ
は
、
小
諸
市
市
民
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
電
話

２
６
・
０
３
１
５
）
ま
で
。

お
人
形
さ
ん
め
ぐ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
利
用
促
進
協
議
会
は
、、
長

野
県
内
の
商
工
会
議
所
会
員
企
業
や
団
体
を
対
象
と

し
た
利
用
回
数
に
応
じ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▽
概
要
：
片
道
４
回
ご
利
用
い
た
だ
く
ご
と
に
路
線

に
応
じ
た
額
（
１
万
円
～
２
万
円
）
を
合
計
３
回
、

最
大
６
万
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

▽
対
象
者
：
県
内
の
商
工
会
議
所
の
会
員
・
団
体

▽
対
象
便
:
松
本
・
札
幌
線
、
松
本
・
神
戸
線
、
松

本
・
福
岡
線

▽
対
象
期
間
：
２
月
29
日
（
土
）
搭
乗
分
ま
で

▽
還
元
金
額
：
松
本
・
札
幌
線
、
松
本
・
福
岡
線
：

２
万
円
／
松
本
・
神
戸
線
：
１
万
円

▽
問
合
せ
先
：
信
州
ま
つ
も
と
空
港
利
用
促
進
協
議

会
事
務
局
（
電
話
：
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
１
９
）。

ま
つ
も
と
空
港
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

県
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

　

長
野
県
が
所
有
す
る
施
設
な
ど
の
名
称
に
、
社
名

や
商
品
名
な
ど
の
愛
称
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
権

実
践
型
能
力
開
発
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

顧
客
の
購
買
意
欲
を
か
き
た
て
、
売
り
上
げ
を
増

大
さ
せ
る
顧
客
対
応
手
段
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
１
月
30
日
（
木
）
午
後
６
時
～
８
時

▽
会
場
：
上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

▽
講
師
：
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
社
長　

山

口
博
氏

▽
持
ち
物
：
録
画
機
能
付
き
ス
マ
ホ
・
携
帯
電
話
（
演

習
で
使
用
し
ま
す
）

▽
問
合
せ
先　

上
田
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局
（
電

話
０
２
６
８
・
２
２
・
４
５
０
０
）。
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小諸商工会議所　掛川興太郎　会頭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
希
望
に
輝
く
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
10
月
の
総
会
に
お
い
て
、
引
続
き
会

頭
職
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
副
会
頭
は
じ
め
役
議
員
の
皆
様
と
協
力

し
、
会
員
や
地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

初
め
に
、
台
風
19
号
に
よ
り
被
害
を
お
受

け
に
な
っ
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

新
し
い
時
代「
令
和
」が
幕
を
開
け
た
昨
年
、

小
諸
商
工
会
議
所
で
は
生
命
共
済
事
業
を
始

め
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
盛
大
に

共
済
加
入
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
皆
様

と
過
ご
し
た
楽
し
い
一
時
は
「
商
工
業
の
総

合
的
な
改
善
発
達
を
図
り
、
社
会
一
般
の
福

祉
増
進
に
資
す
る
」
と
い
う
会
議
所
の
存
立

目
的
を
改
め
て
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

色
と
魅
力
が
あ
る

　〝
ま
ち
〟
を
目
指
し
て
―

特　今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
実
装
が
予

定
さ
れ
る
次
世
代
通
信
「
５
Ｇ
」
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
進
化
等
々
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
達
の
小
諸
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
事
業
後
継
者
が
い

な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
中
、
消
費
税
引

上
げ
に
伴
う
軽
減
税
率
導
入
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
更
な

る
課
題
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

務
は
も
と
よ
り
事
業
承
継
や
起
業
・
創
業
支

援
な
ど
相
談
業
務
を
深
化
さ
せ
、
小
規
模
事

業
者
に
寄
り
添
い
持
続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

東
信
３
商
工
会
議
所
や
浅
間
山
麓
産
業
振
興

推
進
協
議
会
な
ど
の
広
域
連
携
や
小
諸
市
や

市
内
諸
団
体
と
の
連
携
強
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
活
用
な
ど
に
よ
る
人
手
不
足
対
策
や
生
産

性
向
上
支
援
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
導
入
支
援
、
健
康
経

営　

等
々
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
経
営
者
と
し
て
常
に
的
確
な
判

断
と
決
断
・
実
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

為
に
は
正
し
い
現
状
把
握
・
認
識
が
必
須
で

あ
り
、
能
力
や
意
欲
な
ど
に
加
え
〝
３
つ
の

目
〟
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
を

俯
瞰
し
大
局
観
を
把
握
す
る
「
鳥
の
目
」、
現

場
、
現
実
を
直
視
す
る
「
虫
の
目
」、
時
代
の

流
れ
を
見
極
め
る
「
魚
の
目
」
で
す
。
新
年

に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
ご
自
身
の

経
営
を
改
め
て
見
詰
め
て
み
る
こ
と
も
良
い

か
な
と
感
じ
ま
す
。

　

今
年
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
や
中
小
企
業
、

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
一
層
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
そ
し
て
元
気
な
小
諸
の
た
め
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
全
力
で
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満

ち
、
明
る
く
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

Voice to the future

　

こ
の
よ
う
に
小
諸
な
ど
地
方
が
直
面
す
る

課
題
は
様
々
で
す
が
、
経
済
の
活
性
化
は
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
小
諸

が
「
他
に
な
い
、
他
が
や
ら
な
い
、
他
が
出

来
な
い
」
特
色
と
魅
力
あ
る
〝
ま
ち
〟
を
目

指
し
、
地
域
間
競
争
を
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
年
も
小
諸
商
工
会
議
所
は
、
先

進
事
例
の
研
究
や
情
報
交
換
・
収
集
活
動
な

ど
を
活
発
化
さ
せ
つ
つ
、
引
続
き
委
員
会
活

動
に
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。
日
常
相
談
業

担当：手塚
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相
生
町
の
「
ア
ン
ド
23
」（
二

村
雅
彦
代
表
）
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
広
報
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
と
、
生
産
者
と
消
費
者
を

つ
な
げ
る
ツ
ア
ー
型
の
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
運
営
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　

昨
年
３
月
の
開
業
後
、
こ
れ
ま

で
に
地
場
産
野
菜
な
ど
の
収
穫

体
験
を
兼
ね
た
「
信
州
美
食
ツ

ア
ー
」
や
、
自
転
車
で
小
諸
市
や

東
御
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
め
ぐ
る

「
じ
て
ん
し
ゃ
ん
ぽ
」
を
開
催
し
、

首
都
圏
を
中
心
に
多
く
の
参
加
者

が
参
加
。
生
産
者
や
作
り
手
の
情

熱
、
歴
史
な
ど
を
学
び
、
そ
の
店

や
土
地
を
を
ま
た
訪
れ
た
い
と
思

わ
せ
る
「
ほ
か
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
旅
プ
ラ
ン
」
が
、
参

加
者
や
受
け
入
れ
事
業
所
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、「
集
客
相
談
窓
口
」

も
開
設
。
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運

用
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど

も
手
掛
け
て
い
る
。

　

昨
年
開
い
た
小
諸
市
主
催
の

「
み
ん
な
の
夢
ア
ワ
ー
ド
ｉ
ｎ
小

諸
」
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
で
も

あ
る
二
村
さ
ん
は
、「
普
段
の
生

活
で
は
気
が
付
き
に
く
い
地
域
の

魅
力
を
、
よ
り
良
い
形
で
引
き
出

し
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

ツ
ア
ー
型
イ
ベ
ン
ト
を
伴
奏
支
援

    
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ド
23

活力ある事業所情報

　

大
久
保
の
「
こ
も
ろ
布
引
い
ち

ご
園
」（
倉
本
強
社
長
）
で
生
産

し
た
イ
チ
ゴ
が
、
ロ
ッ
テ
の
人

気
商
品
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
に
採
用
さ
れ

た
。
年
間
95
ト
ン
を
収
穫
す
る

「
章
姫
」
と
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
の
2

品
種
を
パ
ウ
ダ
ー
加
工
し
た
も
の

が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
部
分
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。

　

同
社
は
現
在
、「
小
諸
い
ち
ご
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、

「
国
際
標
準
の
生
産
工
程
管
理
を

行
う
生
産
者
」
と
し
て
の
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｇ
・
Ａ
・
Ｐ
を
取
得
し
て
い

る
。
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
事

業
も
動
き
出
し
て
い
て
、
昨
年
は

４
月
20
日
の
「
小
諸
ジ
ャ
ム
の

日
」
に
合
わ
せ
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ

チ
ェ
ー
ン
の
地
域
限
定
パ
ン
の

ジ
ャ
ム
に
も
使
用
さ
れ
た
。

　

同
社
の
倉
本
浩
行
専
務
は

「
今
回
の
採
用
で
、
問
い
合
わ

せ
が
多
数
あ
る
。
イ
チ
ゴ
の
生

産
量
を
増
や
し
て
い
く
た
め
、

同
じ
志
、
品
質
の
も
の
を
提
供

し
て
い
く
生
産
者
、
仲
間
も
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
話
し
て
い
る
。

　

人
気
の
い
ち
ご
狩
り
は
、
元

旦
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
今
月

は
累
計
55
万
人
の
入
場
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

小
諸
の
イ
チ
ゴ
を
ブ
ラ
ン
ド
化

 

　
　 

　
こ
も
ろ
布
引
い
ち
ご
園

●小諸市大久保 1173-11 ● TEL：26-2615 ●営業時間：10 時～ 15 時（閉園 16 時）　● http://www.ichigodaira.com/index.htm

●小諸市相生町２－２－１　● TEL：２２－２２２７
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南
町
の
ジ
ュ
ネ
ス
（
土
屋
摩
利

子
代
表
）
は
、
ミ
モ
ト
小
諸
ビ
ル

１
階
に
店
を
構
え
、
こ
の
１
月
で

５
年
目
を
迎
え
る
。

　

同
店
は
、
土
屋
代
表
が
大
手
化

粧
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
経

験
を
生
か
し
、
当
所
「
小
諸
創
業

塾
」
で
学
び
開
業
し
た
。

　

１
階
は
婦
人
衣
料
の
販
売
、
２

階
は
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
と
な
っ
て
い

て
、
身
体
の
内
側
か
ら
外
側
ま
で

の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

大
き
な
特
長
。「
美
し
さ
や
個
性

を
出
す
洋
服
選
び
、
美
容
と
健
康

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
的
確
」
と
の
評

価
を
得
て
い
る
。

　

婦
人
衣
料
は
、
土
屋
代
表
が
自

ら
買
い
付
け
を
行
い
、
７
社
ほ

ど
の
個
性
豊
か
な
ブ
ラ
ン
ド
を

２
５
０
０
円
～
と
手
頃
な
価
格

で
販
売
し
て
い
る
。
毎
月
第
3

金
、土
曜
日
は
セ
ー
ル
を
開
催
。

こ
の
２
日
間
限
定
の
掘
り
出
し

物
を
目
当
て
に
し
て
い
る
常
連

客
も
多
い
。

　

土
屋
代
表
は
「
成
熟
し
た
大

人
も
、
着
易
さ
よ
り
も
個
性
を

大
事
に
し
た
自
分
な
り
の
服
装

で
前
向
き
に
輝
い
て
い
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
ま
た
、「
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
気
軽
に
利
用
し
て
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

糠
地
の
青
雲
館
（
宮
坂
一
信
代

表
）
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
と

販
売
促
進
の
た
め
、
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
施

設
一
部
の
改
修
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

年
々
増
え
る
海
外
観
光
客
の
宿
泊

予
約
は
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
（
宿
泊
施

設
・
民
宿
を
貸
し
出
す
人
向
け
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
を
活
用
し
、
１

日
当
た
り
２
～
３
組
の
観
光
客
か

ら
の
宿
泊
予
約
を
受
け
て
い
る
。

　

観
光
拠
点
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
に

加
え
、
田
植
え
や
リ
ン
ゴ
収
穫
な

ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
評
で
、

「
第
２
の
実
家
の
よ
う
な
安
心
感
が

あ
る
」
と
の
評
価
も
高
い
。

　

ま
た
、
一
つ
屋
根
の
下
で
過
ご

す
時
間
を
豊
か
に
す
る
宿
泊
客

同
士
の
交
流
も
大
切
に
し
て
お

り
、
宮
坂
代
表
が
市
内
の
観
光

を
案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
も
積
極
的
に
開
い
て
い
る
。

一
泊
４
０
０
０
円
と
い
う
設
定

も
、
外
国
人
宿
泊
客
の
求
め
る

価
格
帯
を
意
識
し
て
い
る
。

　

宮
坂
代
表
は
、「
小
さ
い
旅

館
を
選
ん
で
き
て
く
れ
る
か
ら

に
は
、
心
か
ら
の
お
も
て
な
し

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
注
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
雲
館

●小諸市南町２- ５-16　ミモト小諸ビル 1 階 ● TEL：２８- ９００２ ●営業時間：10 時～ 18 時　●日曜定休

●小諸市滋野甲 3380　● TEL：２２- ０５６４　● http://seiunkan.com/

女
性
を
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ジ
ュ
ネ
ス
　

SEIUNKAN Farmer's Guest House, Woodland Life Experience
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建　設

　

当
所
が
開
校
し
た
今
年
度
の

「
小
諸
創
業
塾
」
が
修
了
し
た
。

　

9
月
21
日
か
ら
10
月
26
日
に

か
け
、
毎
週
土
曜
日
の
全
５
日

間
、10
講
座
を
15
人
が
学
ん
だ
。

　

講
座
は
創
業
の
意
義
や
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
、
経
営
管
理
、

資
金
調
達
、
人
材
育
成
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
営
業
、
販

売
促
進
な
ど
の
幅
広
い
分
野

で
、
起
業
家
と
し
て
の
実
践
力

を
養
成
す
る
内
容
。

　

受
講
生
か
ら
は
、「
創
業
に

つ
い
て
の
基
礎
が
学
べ
た
」「
創

業
後
の
具
体
的
な
事
例
を
交
え

な
が
ら
の
講
義
に
、
よ
り
戦
略

的
な
側
面
も
学
べ
た
」
と
の
感

起
業
の
夢
に
向
か
っ
て
15
人
が
学
ぶ

「小諸創業塾」修了

想
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
受
講
生
の
う
ち
、
6

人
が
2
月
に
開
催
さ
れ
る
小

諸
市
主
催
「
ジ
ャ
パ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９ 

ｉ
ｎ 

小
諸
」
の
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、、
受
講
修
了
者
は
当

所
商
業
委
員
会
が
運
営
し
て
い

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」

へ
の
出
店
が
可
能
。
今
後
、
第

４
期
生
の
募
集
を
行
う
予
定
。

　

当
所
建
設
委
員
会
（
谷
和
人
委

員
長
）
は
12
月
13
、
14
の
両
日
、

富
山
県
へ
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
８
人
。
10
月

の
台
風
19
号
に
よ
り
長
野
県
内
で

も
甚
大
な
被
害
が
出
た
が
、
砂
防

施
設
が
土
砂
災
害
を
未
然
に
防
い

だ
事
例
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
立

台
風
災
害
受
け

砂
防
施
設
を
視
察

山
町
に
あ
る
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防

博
物
館
を
視
察
。
百
余
年
に
わ
た

り
続
け
ら
れ
て
い
る
日
本
屈
指
の

砂
防
事
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

視
察
で
は
こ
の
ほ
か
、
高
岡
山

瑞
龍
寺
や
新
湊
漁
港
の
「
昼
セ

リ
」
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

建
設
委
員
会
で
は
今
後
、
総
務

企
画
委
員
会
、
経
済
環
境
委
員
会

と
共
催
で
、
１
月
24
日
（
金
）
に

気
象
予
報
士
の
天
達
武
史
氏
を
招

い
た
新
春
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

委員会だより 12 月の議題
◆
工
業
委
員
会　

12
月
４
日
（
水
）
午
後
６
時
半
～

・
企
業
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

・
特
色
あ
る
企
業
表
彰
制
度
に
つ
い
て

・
事
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

・
台
風
19
号
に
伴
う
災
害
支
援
策
に
つ
い
て

◆
経
済
・
環
境
委
員
会

12
月
12
日
（
木
）
正
午
～

・
各
決
定
事
項
報
告
（
特
別
委
員
会
、

新
春
セ
ミ
ナ
ー
）

・
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
」

◆
建
設
委
員
会

12
月
13
日
（
金
）
～
14
日
（
土
）

・
視
察
研
修
（
富
山
方
面
）

◆
商
業
委
員
会

12
月
18
日
（
水
）
午
後
６
時
半
～

・
来
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
あ
い
お
い
公
園
販
売
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

◆
総
務
企
画
委
員
会

12
月
18
日
（
水
）
午
前
11
時
～

・
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て

・
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

◆
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
特
別
委
員
会

12
月
19
日
（
木
）
午
前
11
時
～

・
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て

・
継
続
事
業
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

・
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

◆
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

12
月
20
日
（
金
）
午
前
11
時
～

・
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て

・
継
続
事
業
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

・
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

12
月
25
日
（
水
）
正
午
～

・
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て

・
小
諸
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

　当所主催の「新年祝賀パーティー」は 24 日（金）午後５時 45 分から、
小諸グランドキャッスルホテル３階「鳳凰の間」で開きます。会費
は一人２０００円。お申込み、お問い合わせは当所（２２・３３５５）
までお願いします。
　また、午後４時から２階「孔雀の間」で、気象予報士の天達武史氏、
全国健康保険協会長野支部の清水昭氏を講師に招いた新春セミナー
を開催します。受講は無料で一般も参加できますので、多くの皆様
の参加をお待ちしています。

新春セミナーと新年祝賀パーティーのお知らせ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
個
人

消
費
に
は
い
ま
だ
力
強
さ
を
欠
く

も
の
の
、
米
中
摩
擦
等
の
影
響
も

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
限
定
的
で
あ

り
、
民
間
投
資
は
引
き
続
き
底
堅

く
、
日
本
経
済
は
潜
在
成
長
率
並

み
の
１
％
程
度
の
緩
や
か
な
拡
大

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
東
京
お
よ
び

全
国
各
地
の
魅
力
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
等
か
ら
復
興
し
た
日

本
の
姿
を
、
全
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
ぜ

ひ
と
も
こ
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
効
果
を
全
国
津
々
浦
々
に
波

及
さ
せ
、
日
本
全
体
が
元
気
に
な

れ
る
１
年
に
な
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
本
年

も
「
現
場
主
義
」
と
「
双
方
向
主
義
」

を
さ
ら
に
徹
底
し
、
現
場
の
声
を
、

各
種
の
規
制
・
制
度
改
革
、
持
続

可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度

の
構
築
、
中
小
企
業
対
策
等
を
実

現
す
る
政
策
提
言
に
活
か
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
強
み
は
、
全
国

５
１
５
商
工
会
議
所
、
１
２
４
万

会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

具
体
的
・
個
別
的
な
課
題
を
は
っ

き
り
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
強
み
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
必
要
と
さ
れ
、
選
ば
れ

る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

地
域
の
多
様
な
主
体
と
連
携
協
働

を
図
り
つ
つ
、
商
工
会
議
所
自
身

も
、
時
代
の
要
請
に
合
っ
た
進
化

と
変
革
を
遂
げ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

折
し
も
、
商
工
会
議
所
の
創

始
者
で
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
が
、

２
０
２
１
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
主
人
公
や
、
新
１
万
円
札
の

顔
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
企
業
は
利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
同
時
に
、
公
益
に
つ
い

て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

両
者
は
高
い
次
元
で
両
立
す
る
」

と
い
う
渋
沢
翁
の
理
念
は
、
商
工

会
議
所
の
活
動
理
念
そ
の
も
の
で

あ
り
、
現
代
に
お
い
て
こ
そ
広
め

る
価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
機
に
渋
沢
翁
の
理
念
を
改

め
て
共
有
し
、
大
企
業
と
中
小
企

業
、
都
市
と
地
方
が
共
に
輝
き
、

日
本
経
済
の
持
続
的
成
長
を
さ
ら

に
後
押
し
で
き
る
よ
う
、
本
年
も

皆
様
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

小
諸
市
長�

小
泉 

俊
博

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
に
終
わ
り
を
告
げ
、

新
た
に
令
和
へ
と
時
代
が
動
き
出

し
た
昨
年
の
小
諸
市
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
の
も
と
「
小
諸
に
元
気
と

誇
り
を
と
り
も
ど
す
」
を
合
言
葉

に
、
多
く
の
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
「
複
合
型
中
心
拠
点
誘

導
施
設
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

令
和
3
年
度
秋
の
完
成
を
め
ざ
し

て
複
合
型
施
設
の
建
設
に
着
手
い

た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
が
使

い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
に
努

め
、
市
内
全
域
の
利
便
性
を
高
め

る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
」
の
構
築
に
向
け
て
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
市
民
の
皆
様
に
よ
る
〝
ま

ち
づ
く
り
〟
と
し
て
、
中
心
市
街

地
に
お
い
て
「
１
０
０
円
商
店
街
」

が
開
催
さ
れ
、
か
つ
て
の
小
諸
の

賑
わ
い
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

や
各
種
団
体
の
皆
様
が
意
欲
を
も

っ
て
主
体
的
に
実
践
す
る
取
り
組

み
を
積
極
的
に
応
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く

進
展
し
た
「
浅
間
山
麓
高
地
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
」
は
、
標
高

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
豊
か
な
自

然
、
か
つ
首
都
圏
か
ら
至
近
と
い

う
稀
有
な
練
習
環
境
は
も
と
よ
り
、

小
諸
商
工
会
議
所
は
じ
め
関
係
団

体
、
市
民
の
皆
様
に
よ
る
温
か
な

受
入
れ
が
功
を
奏
し
、
多
く
の
競

技
団
体
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に

ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年

も
小
諸
で
の
合
宿
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は

大
い
に
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

ふ
る
さ
と
市
民
、
Ｐ
Ｒ
動
画
、
こ

も
ろ
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
等
を
通
じ

て
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
増
加

に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

小
諸
市
は
今
、
蕾
か
ら
花
へ
、

そ
し
て
実
り
へ
向
か
う
道
程
に
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
た
な

時
代
を
担
う
若
者
や
子
ど
も
た
ち

が
「
小
諸
に
住
み
た
い
」「
小
諸
へ

帰
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
汗
を
流
し
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
小
諸
市

発
展
の
た
め
全
力
で
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま
す
。

新年のご挨拶

日
本
商
工
会
議
所
会
頭�

三
村 

明
夫
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は
女
性
会
の
運
営
に
対
し

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
年
頭
に
あ

た
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
年
度
は
例
年
に
続
き
高
峰
の
外

来
植
物
「
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ

駆
除
」
な
ど
自
然
環
境
保
護
や
ま

ち
美
化
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
打
ち
水
」、

社
会
福
祉
施
設
へ
の
タ
オ
ル
寄
付

や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
実
施
、

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

「
鹿
児
島
総
会
」
へ
の
参
加
、
東
信

地
域
で
の
視
察
研
修
と
し
て
、
会

員
事
業
所
の
「
夢
ハ
ー
ベ
ス
ト
農

場
」
や
工
場
見
学
・
ワ
イ
ン
醸
造

所
な
ど
の
見
学
な
ど
を
さ
せ
て
い

女
性
会
会
長
　
田
澤 

幸
枝

　

 

　

さ
て
令
和
元
年
度
は
当
青
年
部

恒
例
の
取
り
組
み
と
し
て
、
浅
間

山
開
き
、
市
民
ま
つ
り
み
こ
し
・

ド
カ
ン
シ
ョ
に
て
「
小
諸
人
グ
ッ

ズ
」
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
９

月
に
は
、
５
年
ぶ
り
と
な
る
「
居

酒
屋
わ
ら
さ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
恒
例
の
「
ふ
ー
ど
ま
つ

り
」
で
「
こ
も
ろ
肉
ま
つ
り
！
！

青
年
部
の
文
化
祭
」
と
題
し
こ
ち

ら
も
大
勢
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
は
小

諸
が
主
幹
と
な
り
東
信
三
商
工
会

議
所
青
年
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

開
催
し
、
佐
久
や
上
田
の
青
年
部

の
皆
さ
ん
を
招
き
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
消
費
税
増
税

に
関
す
る
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、

各
委
員
会
に
お
い
て
積
極
的
に
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
青
年
部
は
昭
和
54
年
創
立
以

来
40
周
年
を
迎
え
、
２
月
に
は

青
年
部
会
長
　
大
森 

豊
也

新年のご挨拶

た
だ
き
、
会
員
の
自
己
研
鑽
や
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昭
和
55
年
に
設
立
し
た

当
会
は
、
今
年
で
創
立
40
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
偏
に
皆
様
の
御
力
添
え
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
会
員
相
互
の
連
携

を
密
に
し
、
新
た
な
年
へ
の
歩
み

を
始
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
繁

栄
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
40
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
致
し

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
御
協
力
の
賜
物
と

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
諸
商
工
会
議
所
青
年
部
は
普

段
接
点
の
な
い
異
業
種
の
若
手
と

の
交
流
や
研
修
・
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
小
諸
の
未
来
を
担
う
若
者

の
育
成
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
は
会
員
相
互
の
交
流
を

更
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ

る
青
年
部
を
目
指
し
活
動
し
て
参

り
ま
す
。
本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　謹んで新春をお祝い申し上げます。
　旧年中は小諸商工会議所会員の皆様におかれ
まして弊社業務に格別なる高配を賜り厚く
御礼申し上げます。
　また平素は商工会議所共済を通じアクサ生命
保険株式会社推進員にご愛顧いただきましてあ
りがとうございます。
　本年も会員の皆様にお役に立てますよう身近
で信頼され且つ迅速、丁寧な共済推進員を目指
してまいりたいと思います。
　引き続きご愛顧を賜りますようお願い申し上
げます。本年も会員事業所の皆様にとりまして、
ご発展とごご繁栄の年になりますことを心から
祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていた
だきます。

アクサ生命保険株式会社　長野支社 佐久営業所小諸分室（TEL.0267-23-7862)
・所長　新津たつ美　・係長　中村琢磨　・営業主任　櫻井幸子　・営業主任補　森住早苗
・推進員　佐野雅子　上原正一　竹花真弓　篠原佳穂　佐山滋子
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〈調査の概要〉
　この調査は、小諸市内の中小企業 200 社を対象に、令和元年 10
月から 12 月までの期間の景気動向について書面調査を行ったもの
である。本調査は回答のあった調査票を元に、今期の状況と来期
の見通しについて売上、経常利益をお天気マークでそれぞれ表示
した。
　※Ｄ・Ｉとは、ディフュージョン・インデックス (Diffusion 
Index) の略で、｢増加｣・｢好転｣ したなどとする企業割合から、｢
減少｣・｢悪化｣ したなどとする企業割合を差し引いた値である。

〈業種別回答率〉
◎回答企業数及び業種内訳 200 企業
・製造業 30 企業、建設業 17 企業、卸売業 19 企業、小売業 8 企業、
サービス業 20 企業
・回答企業数 94 企業（回答率 47％）
〈概要〉
　今回は、台風 19 号災害の影響について会員企業の皆様にアンケ
ートにてお伺いしました。
・店舗、工場、機械設備、商品等に直接的な被害があり、復旧への
取組みが急務である。　2 社
・直接の被害はないが、取引先の被災や風評被害等による事業への
影響がある。 22 社
・現状では、特別な事業への影響は見受けられない。  46 社　
　※その他ご意見等があればお書きください。
・時代に沿った IT 化、ネット販売への対応等、各種講習会を計画
してほしい。
・毎年各種の補助があるが、毎年変わってしまうので定期的に使え
そうな補助金の説明会があればお願いしたい。　など

令和元年
10月～ 12 月期

来期（令和２年１月～３月）

　

近
年
、
日
本
企
業
の
間
で
「
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
例

え
ば
、「
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
」
と
「
ユ
ニ
ク

ロ
」
と
い
う
「
勝
ち
組
企
業
」
同
士
の

コ
ラ
ボ
で
あ
る
「
ビ
ッ
ク
ロ
」
が
有
名

だ
。「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」
と
「
サ
ン
ト
リ

ー
」
の
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ヒ
ー
が
コ
ラ
ボ

し
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
も
大
き
な
話
題
に

な
っ
た
。
確
か
に
企
業
間
の
コ
ラ
ボ
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
新
規
顧
客
の
開
拓
が
可
能

に
な
る
。
第
二
に
、
話
題
性
が
あ
る
の

で
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
る
。
第
三
に
、

コ
ス
ト
面
か
ら
も
コ
ラ
ボ
は
魅
力
的
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
間
の
コ
ラ
ボ

に
は
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
る
。
長
い

目
で
見
て
成
功
す
る
企
業
間
の
コ
ラ
ボ

に
は
、
以
下
の
二
つ
の
条
件
が
備
わ
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

第
一
に
、
コ
ラ
ボ
に
「
必
然
性
」
が

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
基
本
的

に
隣
接
し
た
分
野
同
士
の
コ
ラ
ボ
―
具

体
的
に
は
、
生
活
シ
ー
ン
の
中
で
自
然

に
結
合
す
る
よ
う
な
分
野
同
士
の
コ
ラ

ボ
が
典
型
例
で
あ
る
。
た
だ
、
消
費
者

に
「
必
然
性
」
を
感
じ
て
も
ら
う
に
は
、

必
ず
し
も
隣
接
し
た
分
野
同
士
の
コ
ラ

ボ
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
両

社
の
「
企
業
理
念
」
や
「
目
標
と
す
る

社
会
像
」
が
同
一
で
あ
る
場
合
で
も
十

分
な
「
必
然
性
」
が
感
じ
ら
れ
る
。
要

す
る
に
、
最
近
の
消
費
者
は
目
が
肥
え

て
い
る
の
で
、
そ
の
コ
ラ
ボ
が
単
な
る

話
題
づ
く
り
を
狙
っ
た
安
易
な
コ
ラ
ボ

な
の
か
、
そ
れ
と
も
必
然
性
の
あ
る
コ

ラ
ボ
な
の
か
を
、
瞬
時
に
見
極
め
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
よ
り
重
要
な
着
眼
点
と
し
て
、

消
費
者
に
対
し
て
新
た
な
「
付
加
価
値
」

を
生
み
出
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

現
在
、
世
の
中
に
な
い
も
の
を
共
同
で

開
発
す
る
と
い
う
姿
勢
が
重
要
だ
。

　

代
表
的
な
成
功
例
は
、
２
０
０
３
年

に
「
ユ
ニ
ク
ロ
」
と
「
東
レ
」
が
コ
ラ

ボ
し
て
発
売
し
た
「
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
」

で
あ
る
。
東
レ
の
高
機
能
素
材
に
関
す

る
技
術
力
と
、
ユ
ニ
ク
ロ
が
強
み
を
持

つ
デ
ザ
イ
ン
力
・
販
売
力
が
結
合
す
る

こ
と
で
、「
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
」
は
爆
発
的

な
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。「
ヒ
ー
ト
テ

ッ
ク
」
が
「
機
能
性
」
と
い
う
消
費
者

に
対
す
る
新
た
な
付
加
価
値
を
生
ん
だ

こ
と
は
、
間
違
い
な
く
高
く
評
価
で
き

よ
う
。

　

近
年
の
企
業
の
コ
ラ
ボ
・
ブ
ー
ム
は

大
き
な
転
換
点
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
お
互
い
の
フ
ァ
ン
を
融
通

し
合
う
こ
と
や
、
意
外
な
コ
ラ
ボ
で
話

題
性
を
高
め
る
と
い
っ
た
効
果
は
、
あ

く
ま
で
一
過
性
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

今
後
は
、
中
身
を
よ
く
吟
味
し
た
上
で
、

消
費
者
に
対
し
て
新
た
な
「
付
加
価
値
」

を
提
供
で
き
る
、「
必
然
性
」
を
兼
ね
備

え
た
コ
ラ
ボ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。（
大
和
総
研
チ
ー
フ
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト　

熊
谷 

亮
丸
）

「企業間の『コラボレーション』
をどう考えるか？」
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島
根
県
雲
南
市
に
、「
雲
南
ひ

ま
わ
り
福
祉
会
」
と
い
う
職
員
数

46
人
の
社
会
福
祉
法
人
が
あ
る
。

主
事
業
は
障
が
い
者
の
就
労
や
生

活
支
援
で
、
今
か
ら
20
年
前
の

２
０
０
０
年
に
、
障
が
い
者
を
家

族
に
持
つ
人
た
ち
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　

こ
の
20
年
間
、
幾
多
の
困
難
も

あ
っ
た
が
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
た
か
い
が
あ
っ
て
、
人

口
約
３
万
６
０
０
０
人
の
小
さ
な

ま
ち
に
あ
る
法
人
な
が
ら
、
今
や

県
内
で
も
中
堅
規
模
の
法
人
に
発

展
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
組
織
運

営
の
考
え
方
・
進
め
方
が
、
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

福
祉
業
界
で
は
お
よ
そ
６
割
の

企
業
が
、
入
職
者
の
不
足
や
職
員

の
離
職
な
ど
に
よ
る
深
刻
な
人

手
不
足
に
あ
え
い
で
い
る
が
、
同

法
人
は
、
８
年
以
上
も
離
職
率
ゼ

ロ
。
職
員
の
採
用
お
よ
び
離
職

に
全
く
困
っ
て
い
な
い
人
気
法
人

な
の
で
あ
る
。
同
法
人
の
事
務
局

に
は
、
就
職
希
望
者
か
ら
「
働
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

離職率ゼロの社会福祉法人
『雲南ひまわり福祉会』

今
、
募
集
し
て
い
ま
す
か
？
」
と

か
、「
募
集
し
て
い
な
く
て
も
、

そ
の
と
き
の
た
め
に
施
設
を
見
せ

て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
い
い
の

で
、
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？
」
と
い
っ
た
電
話
や
手
紙

が
頻
繁
に
来
る
と
い
う
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
、
学
校
や
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
か
ら
も
「
貴
法
人
で
ぜ

ひ
働
き
た
い
と
い
う
人
が
何
人
も

い
ま
す
が
、
今
募
集
さ
れ
て
い
ま

す
か
？　

も
し
、
募
集
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
頃
な
ら

採
用
計
画
が
分
か
り
ま
す
か
？
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

　

先
日
も
機
会
が
あ
っ
て
、
同
法

人
を
訪
問
し
た
と
き
、
対
応
し
て

い
た
だ
い
た
常
務
理
事
や
事
務

局
長
か
ら
、
心
温
ま
る
話
を
伺
っ

た
。
そ
れ
は
、
夏
休
み
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
女
子
高
校
生
の

話
で
あ
る
。
面
談
の
際
、「
数
あ

る
職
場
の
中
で
、
な
ぜ
、
ひ
ま
わ

り
福
祉
会
に
来
て
く
れ
た
の
で

す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、
そ
の

女
子
高
校
生
は
「
私
の
母
は
、
こ

こ
で
働
い
て
い
ま
す
。
母
は
、
い

つ
も
笑
顔
で
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き

て
、『
私
の
職
場
は
、
こ
ん
な
に

い
い
所
な
の
』
と
、
い
つ
も
私

に
話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
よ
ほ

ど
い
い
所
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
い

て
み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と

話
し
た
。

　

と
は
い
え
、
同
法
人
は
、
も
と

も
と
経
営
が
優
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

設
立
後
の
約
10
年
間
職
場
は
荒
れ

果
て
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
極
端
に
低
く
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
離
職
率
も
10
％
を
は
る
か

に
超
え
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
こ
の

ま
ま
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
ど
こ

ろ
か
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
」
と
危

機
意
識
を
募
ら
せ
、
残
っ
た
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
従
業
員
の
満

足
）
と
顧
客
の
満
足
が
両
立
す
る

組
織
運
営
を
目
指
し
改
革
・
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　

紙
面
の
都
合
で
、
そ
の
詳
細
な

内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
福
祉
業
界
だ
け
で
は

な
く
、
全
て
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー

に
知
っ
て
ほ
し
い
企
業
で
あ
る
。

（
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
会

長　

坂
本
光
司
）

こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

�

理
事
長
　
小
林 

敬
志

小
諸
青
色
申
告
会
　

�

会
長
　
別
府 

福
雄

（
一
社
）
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部

�

支
部
長
　
塩
川 

秀
忠

大
浅
間
火
煙
太
鼓
保
存
会

�

会
長
　
小
林 

敬
志

小
諸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会

�

会
長
　
渡
辺 

頼
雄

佐
久
溶
接
協
会

�

会
長
　
柳
澤 

　
章

小
諸
機
工
同
友
会

�

会
長
　
室
賀 

　
信

小
諸
商
店
会
連
合
会

�

会
長
　
清
水 

良
英

小
諸
職
業
安
定
協
会

�

会
長
　
塩
川 

秀
忠

自
動
車
整
備
振
興
会
小
諸
分
室

�
分
会
長
　
美
齊
津
昌
行

新春誌上名刺交換

　日本政策金融公庫 国民生活事業では、事業を承継す
るみなさまのお手伝いをさせていただいております。
< ご利用頂ける方 >
１．中期的な事業承継を計画し、現経営者が後継者（候
補者含む）と共に事業承継計画を策定している方
　　※ご融資後おおむね 10 年以内に事業承継を実施す
ることが見込まれる方
２．安定的な経営権の確保等により、事業の承継・集約
を行う方
３．中小企業における経営の経書の円滑化に関する法律

（経営承継円滑化法）第 12 条第１項第１号の規定に基
づき認定を受けた中小企業者（同項第１号イに該当する
方に限ります）の代表者または同法第 12 条第１項第３
号の規定に基づき認定を受けた事業を営んでいない個

人の方
４．事業承継に際して経営者個人保証の免除等を取引金
融機関に申し入れたことを契機に取引金融機関から資金
の調達が困難になっている方であって、公庫が融資に際
して経営者個人保証を免除する方
５．事業の承継・集約を契機に、新たに第二創業（経営
多角化・事業転換）または新たな取組みを図る方（第二
創業後または新たな取組み後、概ね５年以内の方）
●ご融資限度額　7,200 万円（うち運転資金 4,800 万
円）
●ご返済期間　設備資金：20 年以内（うち措置期間２
年以内）運転資金：７年以内（うち措置期間２年以内）
お問合せ先　日本政策金融公庫小諸支店　国民生活事業
電話　０２６７－２２－２５９１（担当：手塚）

事
業
承
継
・
集
約
・

活
性
化
支
援
資
金
の
ご
案
内
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月１
　

当
所
会
館
駐
車
場
の
一
角
に
設
置
し
て
い
た
喫
煙
所
は
、
先
月
末
を
も
っ
て

撤
去
し
た
。
新
会
館
の
新
築
移
転
後
か
ら
開
設
し
、
会
館
利
用
の
喫
煙
者
向
け

に
ベ
ン
チ
も
置
い
て
い
た
が
、
喫
煙
所
頭
上
が
会
館
の
避
難
口
に
な
る
こ
と
か

ら
、
や
む
な
く
撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
に
は
吸
い
殻
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
が
目
に
余
る
た
め
、

注
意
喚
起
を
呼
び
掛
け
る
張
り
紙
も
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
改
善
も
み
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
移
動
で
は
な
く
完
全
な
撤
去
と
い
う
形
に
し
た
こ
と
も
ご

了
承
願
い
た
い
。
会
員
事
業
所
を
は
じ
め
市
民
の
協
力
、
支
援
の
上
で
成
り
立

っ
て
い
る
会
議
所
事
業
だ
け
に
、
維
持
管
理
に
関
わ
る
経
費
や
手
間
を
考
慮
し

た
措
置
と
し
て
ご
理
解
を
願
い
た
い
。

　

一
部
の
愛
煙
家
か
ら
は
さ
っ
そ
く
抗
議
も
い
た
だ
い
た
が
、
現
状
で
は
会
員

事
業
所
関
係
者
の
喫
煙
者
が
非
常
に
少
な
い
上
、
利
用
者
の
大
半
は
会
議
所
関

係
者
以
外
で
、
受
動
喫
煙
の
防
止
策
の
一
環
と
し
て
も
今
回
の
措
置
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

若松 弥生 支配人（50）

年
賀
状
文
化
を
大
切
に
継
承
し
た
い

グレイスランドホテル

▽
６
日
（
月
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
８
日
（
水
）

・
年
末
調
整
個
別
相
談
会
（
10
～

　

16
時
）

▽
９
日
（
月
）

・
年
末
調
整
個
別
相
談
会
（
10
～

　

16
時
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
10
日
（
火
）

・
新
春
賀
詞
交
換
会
（
13
時
半
～
）

▽
14
日
（
火
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

▽
15
日
（
水
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
20
日
（
月
）

・
観
光
委
員
会　
（
18
時
～
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

▽
21
日
（
火
）

・
機
工
同
友
会
新
年
会
（
18
時
～
）

▽
24
日
（
金
）

・
臨
時
議
員
総
会
、
新
春
セ
ミ
ナ

ー
、
新
年
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

【グレイスランドホテル】
小諸市南町１－４－５
TEL.25-5050  http://graceland-k.jp/
宿泊料金 4200 円（税込）/ シングル・平日
客室：47 室

　当ホテルは、小諸市の中心に位置し、観光の拠点と
して、またビジネスでの連泊など様々な用途に応えら
れるホテルを目指しています。館内のインテリアや客
室設備などを大幅にリニューアルしましたが、利用客
からは「この価格で泊まれるのは驚き」と喜んでもら
っています。
　細かいところまで心を込めた清掃、丁寧な接客など、
心のこもったサービスを提供するために社長以下、全
スタッフが連携。リピーターや連泊利用者をはじめ、
初めて利用した人からの意見も大切に受け止めて、よ
り良いサービスにつなげられるよう心掛けています。
　私は、２年前から支配人を務めています。フロント
業務から客室管理まで、非常に多岐に渡る業務に日々
追われている毎日です。スタッフの教育も大切な仕事
ですが、日々トライアンドエラーを繰り返しながら勉
強を重ねています。私は「ホテルのプロ」ではありま
せんが、日々の業務から学ぶことで、私自身が人間と
して成長のできる職場だと感じています。
　ホテルでは食事を提供していないため、食事は近隣
のレストランや居酒屋を紹介しています。ホテルの宿
泊だけを満足してもらうのではなく、小諸の土地や店、
そこで働く人を好きになって、また小諸に来たいと思
ってもらえるきっかけになればと考えています。
　私が小諸市の観光に寄与できる部分はわずかかもし
れませんが、頼りになるスタッフと共に、小諸の活性
化につなげていければと考えています。
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